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償還 運用報告書（全体版） 
第16期＜償還日 2023年３月23日＞ 

 

 

 当ファンドの仕組みは次の通りです。 
商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 
信 託 期 間 2008年６月３日から2023年３月23日までです。 

運 用 方 針 
新興国の現地通貨建て国債、政府機関債、国際機関債、社
債等に投資を行い、安定した収益の確保と信託財産の中長
期的な成長を目指します。 

主要投資対象 

ＭＨＡＭ新興国 
現地通貨建債券 
フ ァ ン ド 
(ファンドラップ) 

新興国現地通貨建債券マザーファンド
受益証券を主要投資対象とします。 

新興国現地通貨建 
債券マザーファンド 

新興国の公社債を主要投資対象としま
す。 

運 用 方 法 

新興国の現地通貨建て国債、政府機関債、国際機関債、社
債等に投資を行います。 
外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行いませ
ん。 
新興国現地通貨建債券マザーファンドにおける円の余資運
用以外の運用の指図に関する権限を、ルーミス・セイレ
ス・アンド・カンパニー・エル・ピーに委託します。な
お、ルーミス・セイレス・アンド・カンパニー・エル・ピ
ーは、その委託を受けた運用の指図に関する権限の一部
（債券等の取引執行の一部）を、子会社であるルーミス・セ
イレス・インベストメンツ・アジア・ピー・ティー・イ
ー・リミテッドに再委託します。 

組 入 制 限 

ＭＨＡＭ新興国 
現地通貨建債券 
フ ァ ン ド 
(ファンドラップ) 

外貨建資産への実質投資割合には制限
を設けません。 

新興国現地通貨建 
債券マザーファンド 

外貨建資産への投資割合には制限を設
けません。 

分 配 方 針 

毎決算時（原則として毎年５月８日。ただし、休業日の場
合は翌営業日）に、原則として経費控除後の繰越分を含め
た配当等収益および売買益（評価益を含みます。）等の全額
を分配対象額の範囲とし、分配金額は委託会社が基準価額
の水準や市況動向等を勘案して決定します。ただし、分配
対象額が少額の場合には分配を行わないことがあります。 

 
<運用報告書に関するお問い合わせ先> 
コールセンター：0120-104-694 
受付時間：営業日の午前９時から午後５時まで 
お客さまのお取引内容につきましては、購入された 
販売会社にお問い合わせください。 

 

受益者の皆さまへ 
 

毎々格別のお引立てに預かり厚くお礼
申し上げます。 
 
さて、「ＭＨＡＭ新興国現地通貨建債

券ファンド（ファンドラップ）」は、こ
の度、信託約款の規定に基づき、繰上
償還の運びとなりました。 
ここに、運用経過と償還内容をご報告

申し上げます。 
 
今後とも一層のご愛顧を賜りますよう

お願い申し上げます。 
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ＭＨＡＭ新興国現地通貨建債券ファンド（ファンドラップ） 
 
■最近５期の運用実績  

決  算  期 
基  準  価  額 

Ｊ Ｐ モ ル ガ ン 
ＧＢＩ－ＥＭグローバル・ 
デ ィ バ ー シ フ ァ イ ド 債  券 

組入比率 
債  券 
先物比率 

純 資 産 
総  額 

(分配落) 税込み 
分配金 

期 中 
騰落率 

( ヘ ッ ジなし・ 
円 ベ ー ス ) 
( 参 考 指 数 ) 

期 中 
騰落率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 
12期（2019年５月８日) 11,846 0 △4.3 262.39 △2.5 93.1 － 7,314 
13期（2020年５月８日) 10,789 0 △8.9 245.81 △6.3 93.7 － 5,841 
14期（2021年５月10日) 12,407 0 15.0 286.16 16.4 95.0 － 2,548 
15期（2022年５月９日) 12,525 0 1.0 280.83 △1.9 88.8 － 6,120 

（償 還 日） （償還価額）        
2023年３月23日 13,370.53 0 6.8 298.63 6.3 － － 590 

（注１）当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 
（注２）債券先物比率は、買建比率－売建比率です。 
（注３） ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ディバーシファイド（ヘッジなし・円ベース）は、基準価額への反映を考慮して前営業日の値を用

いております（小数第３位四捨五入）（以下同じ）。 
（注４） ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ディバーシファイド（ヘッジなし・円ベース）は、Ｊ．Ｐ．モルガン・セキュリティーズ・エルエ

ルシーが公表している指数です。同指数に関する著作権等の知的財産その他一切の権利はＪ．Ｐ．モルガン・セキュリティーズ・エルエル
シーに帰属します（以下同じ）。 

（注５）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。 
 
■当期中の基準価額と市況の推移 
 

年  月  日 
基  準  価  額 

Ｊ Ｐ モ ル ガ ン 
ＧＢＩ－ＥＭグローバル・ 
デ ィ バ ー シ フ ァ イ ド 債  券 

組入比率 
債  券 
先物比率 

 騰 落 率 
(ヘッジなし・ 
円 ベ ー ス ) 
(参 考 指 数) 

騰 落 率 

（期 首） 円 ％  ％ ％ ％ 
2022年５月９日 12,525 － 280.83 － 88.8 － 

５月末 12,710 1.5 284.25 1.2 90.7 － 
６月末 12,915 3.1 290.59 3.5 89.4 － 
７月末 12,713 1.5 283.78 1.1 88.7 － 
８月末 13,128 4.8 295.47 5.2 92.0 － 
９月末 13,036 4.1 290.22 3.3 90.2 － 
10月末 13,321 6.4 296.61 5.6 93.5 － 
11月末 13,225 5.6 295.99 5.4 95.2 － 
12月末 12,876 2.8 291.69 3.9 95.0 － 

2023年１月末 13,226 5.6 298.22 6.2 95.8 － 
２月末 13,404 7.0 301.27 7.3 － － 

（償還日） （償還価額）      
2023年３月23日 13,370.53 6.8 298.63 6.3 － － 

（注１）騰落率は期首比です。 
（注２）当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 
（注３）債券先物比率は、買建比率－売建比率です。 
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 ■設定以来の運用経過（2008年６月３日から2023年３月23日まで） 
 
基準価額等の推移 
 

   

 
（注１） 分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すも

のです。 
（注２） 分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なり

ます。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。 
（注３） ｢第16期の基準価額等の推移」の分配金再投資基準価額は、期首の基準価額に合わせて指数化しています。 
（注４） ｢設定以来の基準価額等の推移」の基準価額は、設定日前日を10,000として計算しています。分配金再投資基準価額は、設定日前日を

10,000として指数化しています。 
（注５） 当ファンドはベンチマークを定めておりません。 

 
基準価額の主な変動要因 
当期、「新興国現地通貨建債券マザーファンド」受益証券への投資を通じて、新興国の現地通貨建て債
券などに投資を行った結果、新興国通貨が円に対して下落したものの、債券市場が堅調であったことな
どから基準価額は上昇しました。 
設定来、「新興国現地通貨建債券マザーファンド」受益証券への投資を通じて、新興国の現地通貨建て
債券などに投資を行った結果、新興国通貨が円に対して下落したものの、債券市場が堅調であったこと
などから基準価額は上昇しました。 
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設定来の投資環境 
 

新興国の現地通貨建て債券市場は、2008年の
リーマンショック、2013年のバーナンキＦＲＢ 
(米連邦準備理事会) 議長によるＱＥ (量的緩和) 
縮小発言、2020年の新型コロナウイルスの世界的
な感染拡大、2022年のロシアのウクライナ侵攻を
受け、下落する局面はありましたが、高い表面利
率による利息収入を主因に上昇基調で推移しまし
た。 
新興国の通貨（対円）は、2008年のリーマンシ
ョック、2014年から2015年にかけての原油価格
暴落、2020年の新型コロナウイルスの世界的な感
染拡大を受け、市場のリスク回避姿勢が強まった
ことなどを背景に下落しました。 

 
設定来のポートフォリオについて 
●当ファンド 
「新興国現地通貨建債券マザーファンド」受益証券の組入比率を高位に維持しました。 
 
●新興国現地通貨建債券マザーファンド 
主として新興国の現地通貨建て債券に投資を行い、安定した収益の確保と信託財産の中長期的な成長
を目指しました。 
国別配分は、投資ガイドラインに留意しながら、新興国市場の代表的なインデックスに採用のない国
も含めて幅広い銘柄への投資を実施しました。 
種別配分は国債を主体としつつ、新興国企業の社債等も組み入れました。 
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ベンチマークとの差異について 
当ファンドでは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。以下のグラフは、当ファンドの
基準価額と参考指数の騰落率の対比です。 
 
 

 
（注）基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 

 
このたび償還を迎えるにあたりまして、当ファンドへのご愛顧に心より感謝申し上げますとともに、
今後とも一層のお引立てを賜りますようお願い申し上げます。 
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■１万口当たりの費用明細 
 

項目 

第16期 

項目の概要 （2022年５月10日 
～2023年３月23日） 
金額 比率 

（a） 信託報酬 104円 0.795％ （a）信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
期中の平均基準価額は13,042円です。 

（投信会社） （ 97） （ 0.747） 投信会社分は、信託財産の運用、運用報告書等各種書類の作成、基準価
額の算出等の対価 

（販売会社） （ 1） （ 0.010） 販売会社分は、購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、
口座内でのファンドの管理等の対価 

（受託会社） （ 5） （ 0.038） 受託会社分は、運用財産の保管・管理、投信会社からの運用指図の実行
等の対価 

（b）その他費用 24 0.181 （b）その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 
（保管費用） （ 16） （ 0.126） 保管費用は、外国での資産の保管等に要する費用 
（監査費用） （ 0） （ 0.002） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用 
（その他） （ 7） （ 0.053） その他は、信託事務の処理に要する諸費用等 

合計 127 0.976  
（注１） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果で

す。なお、その他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。 
（注２） 金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注３） 比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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■親投資信託受益証券の設定、解約状況（2022年５月10日から2023年３月23日まで） 
 

 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 

新興国現地通貨建債券マザーファンド 81,630 128,000 4,039,026 6,486,338 
 
■利害関係人との取引状況等（2022年５月10日から2023年３月23日まで） 
 【ＭＨＡＭ新興国現地通貨建債券ファンド（ファンドラップ）における利害関係人との取引状況等】 
期中の利害関係人との取引状況 
決 算 期 当 期 

区   分 買付額等 
Ａ 

うち利害関係人 
との取引状況Ｂ 

Ｂ 
Ａ 

 

売付額等 
Ｃ 

うち利害関係人 
との取引状況Ｄ 

Ｄ 
Ｃ 

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
金 銭 信 託 0.016413 0.016413 100.0 0.016413 0.016413 100.0 
 
【新興国現地通貨建債券マザーファンドにおける利害関係人との取引状況等】 
期中の利害関係人との取引状況 
区   分 買付額等 うち利害関係人 

との取引状況等 比  率 売付額等 うち利害関係人 
との取引状況等 比  率 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
金 銭 信 託 0.000514 0.000514 100.0 0.000514 0.000514 100.0 
 
平均保有割合 100.0％ 
 
（注）平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファンドのマザーファンド所有口数の割合。 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドにかかる利害関係人
とは、みずほ信託銀行です。 
 
■組入資産の明細 
 償還時における有価証券の組入れはありません。前期末の組入れは以下の通りでした。 
 
親投資信託残高 

 
期     首（前 期 末） 
口 数 

 千口 
新 興 国 現 地 通 貨 建 債 券 マ ザ ー フ ァ ン ド 3,957,396 
 
■投資信託財産の構成 2023年３月23日現在 
 

項         目 
償 還 時 

評 価 額 比 率 
 千円 ％ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 605,912 100.0 
投 資 信 託 財 産 総 額 605,912 100.0 
（注）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。 
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■資産、負債、元本および基準価額の状況 
(2023年３月23日)現在 

項 目 償  還  時 
（A） 資 産 605,912,236円 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 605,912,236 

（B） 負 債 15,866,927 

未 払 信 託 報 酬 15,866,677 

未 払 利 息 250 

（C） 純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 590,045,309 

元 本 441,302,943 

償 還 差 損 益 金 148,742,366 

（D） 受 益 権 総 口 数 441,302,943口 

１万口当たり償還価額（Ｃ／Ｄ） 13,370円53銭 
（注）期首における元本額は4,886,892,453円、当期中における追加

設定元本額は298,701,847円、同解約元本額は4,744,291,357
円です。 

■損益の状況 
当期 自2022年５月10日 至2023年３月23日 

項 目 当     期 
（A） 配 当 等 収 益 △10,678円 

受 取 利 息 54,782 
支 払 利 息 △65,460 

（B） 有 価 証 券 売 買 損 益 80,793,584 
売 買 益 265,617,066 
売 買 損 △184,823,482 

（C） 信 託 報 酬 等 △44,584,217 
（D） 当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 36,198,689 
（E） 前 期 繰 越 損 益 金 5,472,751 
（F） 追 加 信 託 差 損 益 金 107,070,926 

(配 当 等 相 当 額) (321,067,758) 
(売 買 損 益 相 当 額) (△213,996,832) 

（G） 合 計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 148,742,366 
償 還 差 損 益 金（Ｇ） 148,742,366 

（注１） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて
表示しています。 

（注２） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加
設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

（注３） 信託財産の運用の指図に係る権限を委託するために要する費用
は、当期は新興国現地通貨建債券マザーファンド24,028,398
円で、委託者報酬から支弁しております。 
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■投資信託財産運用総括表  
信 託 期 間 投資信託契約締結日 2008年６月３日 投資信託契約終了時の状況 

投資信託契約終了日 2023年３月23日 資 産 総 額 605,912,236円 

区 分 投 資 信 託 
契 約 締 結 当 初 

投 資 信 託 
契 約 終 了 時 

差 引 増 減 又 は 
追 加 信 託 

負 債 総 額 15,866,927円 
純 資 産 総 額 590,045,309円 

受 益 権 口 数 1,000,000口 441,302,943口 440,302,943口 受 益 権 口 数 441,302,943口 
元 本 額 1,000,000円 441,302,943円 440,302,943円 １万口当たり償還金 13,370円53銭 
毎計算期末の状況    

計 算 期 元 本 額 純 資 産 総 額 基 準 価 額 １万口当たり分配金 
金 額 分 配 率 

第１期 151,103,090円 111,582,660円 7,385円 0円 0.00％ 
第２期 723,870,608 693,252,303 9,577 0 0.00 
第３期 472,365,836 470,825,368 9,967 0 0.00 
第４期 589,130,645 586,499,238 9,955 0 0.00 
第５期 621,455,639 765,920,009 12,325 0 0.00 
第６期 568,525,395 663,933,398 11,678 0 0.00 
第７期 1,832,300,198 2,363,402,303 12,899 0 0.00 
第８期 2,604,874,418 3,310,409,567 12,709 0 0.00 
第９期 5,122,103,237 5,591,561,050 10,917 0 0.00 
第10期 6,304,063,381 7,748,049,257 12,291 0 0.00 
第11期 5,830,831,325 7,215,294,638 12,374 0 0.00 
第12期 6,174,957,783 7,314,558,041 11,846 0 0.00 
第13期 5,414,649,747 5,841,945,583 10,789 0 0.00 
第14期 2,053,784,158 2,548,131,289 12,407 0 0.00 
第15期 4,886,892,453 6,120,621,978 12,525 0 0.00 

 
償還金のお知らせ 

 
１万口当たり償還金（税引前） 13,370円53銭 

 
償還乗換えの優遇措置の適用について 
当ファンドの償還金をもって他の証券投資信託をお求めになる場合には、購入時手数料のうち所定の額を返戻ま
たは割引く措置の適用を受けられる場合があります。優遇措置の適用は販売会社によって異なりますので、詳し
くは販売会社までお問い合わせ下さい。 
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新興国現地通貨建債券マザーファンド 
償還 運用報告書 

第31期 （償還日 2023年３月22日）  
この度、信託約款の規定に基づき、繰上償還の運びとなりました。ここに、運用経過と償還内容をご
報告申し上げます。 
 
当ファンドの仕組みは次の通りです。  
信 託 期 間 2008年３月28日から2023年３月22日までです。 

運 用 方 針 

新興国の現地通貨建て国債、政府機関債、国際機関債、社債等に投資を行
い、安定した収益の確保と信託財産の中長期的な成長を目指します。 
外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行いません。 
当マザーファンドにおける円の余資運用以外の運用の指図に関する権限を、
ルーミス・セイレス・アンド・カンパニー・エル・ピーに委託します。なお、
ルーミス・セイレス・アンド・カンパニー・エル・ピーは、その委託を受けた
運用の指図に関する権限の一部（債券等の取引執行の一部）を、子会社であ
るルーミス・セイレス・インベストメンツ・アジア・ピー・ティー・イー・
リミテッドに再委託します。 

主 要 投 資 対 象 新興国の公社債を主要投資対象とします。 
主 な 組 入 制 限 外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

 
■最近５期の運用実績  

決 算 期 
基 準 価 額 

Ｊ Ｐ モ ル ガ ン 
ＧＢＩ－ＥＭグローバル・ 
デ ィ バ ー シ フ ァ イ ド 債  券 

組入比率 
債  券 
先物比率 

純 資 産 
総   額 

 期 中 
騰落率 

(為替ヘッジな 
し・円ベース) 
(参 考 指 数) 

期 中 
騰落率 

 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 
27期(2021年８月16日) 14,591 △0.6 285.08 0.1 97.0 － 2,527 
28期(2022年２月15日) 14,774 1.3 288.91 1.3 95.9 － 2,502 
29期(2022年８月15日) 15,631 5.8 292.94 1.4 93.9 － 6,141 
30期(2023年２月15日) 16,030 2.6 299.08 2.1 － － 5,854 

（償 還 日） （償還価額）       
2023年３月22日 16,204.63 1.1 296.54 △0.8 － － 572 

（注１）債券先物比率は、買建比率－売建比率です。 
（注２） ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ディバーシファイド（為替ヘッジなし・円ベース）は、基準価額への反映を考慮して前営業日の値

を用いております（小数第３位四捨五入）（以下同じ）。 
（注３） ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ディバーシファイド（為替ヘッジなし・円ベース）は、Ｊ．Ｐ．モルガン・セキュリティーズ・エ

ルエルシーが公表している指数です。同指数に関する著作権等の知的財産その他一切の権利はＪ．Ｐ．モルガン・セキュリティーズ・エル
エルシーに帰属します（以下同じ）。 

（注４）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。 
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■当期中の基準価額と市況の推移 
 

年 月 日 
基 準 価 額 

Ｊ Ｐ モ ル ガ ン 
ＧＢＩ－ＥＭグローバル・ 
デ ィ バ ー シ フ ァ イ ド 債  券 

組入比率 
債  券 
先物比率 

 騰 落 率 
(為替ヘッジなし・ 
円 ベ ー ス ) 
(参 考 指 数 ) 

騰 落 率 

（期 首） 円 ％  ％ ％ ％ 
2023年２月15日 16,030 － 299.08 － － － 

２月末 16,238 1.3 301.27 0.7 － － 
（償還日） （償還価額）      
2023年３月22日 16,204.63 1.1 296.54 △0.8 － － 

（注１）騰落率は期首比です。 
（注２）債券先物比率は、買建比率－売建比率です。 
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■設定以来の運用経過（2008年３月28日から2023年３月22日まで） 
 
 

 
（注）基準価額は、設定日前日を10,000として計算しています。 
 
基準価額の推移 
当ファンドの基準価額は16,204.63円となり、設定来で62.0％上昇しました。 

 
基準価額の主な変動要因 
マザーファンド内の新興国の現地通貨建て債券は当期開始前に売却しております。保有する外貨キャッ
シュを円に交換する際に、円安水準で執行できたことを主因に基準価額は上昇しました。 
新興国の現地通貨建て債券に投資を行った結果、現地通貨が円に対して軟調に推移した一方で、新興
国の債券市場が上昇したことを主因に基準価額は上昇しました。 
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設定来の投資環境 
新興国の現地通貨建て債券市場は、2008年のリーマンショック、2013年のバーナンキＦＲＢ（米連
邦準備理事会）議長によるＱＥ（量的緩和）縮小発言、2020年の新型コロナウイルスの世界的な感染
拡大、2022年のロシアのウクライナ侵攻を受け、下落する局面はありましたが、高い表面利率による
利息収入を主因に上昇基調で推移しました。 
 
新興国の通貨（対円）は、2008年のリーマンショック、2014年から2015年にかけての原油価格暴
落、2020年の新型コロナウイルスの世界的な感染拡大を受け、市場のリスク回避姿勢が強まったこと
などを背景に下落しました。 
 
設定来のポートフォリオについて 
主として新興国の現地通貨建て債券に投資を行い、安定した収益の確保と信託財産の中長期的な成長
を目指しました。 
国別配分は、投資ガイドラインに留意しながら、新興国市場の代表的なインデックスに採用のない国
も含めて幅広い銘柄への投資を実施しました。 
種別配分は国債を主体としつつ、新興国企業の社債等も組み入れました。 

 



 
100_3178253712305.doc 

― 14 ― 

■１万口当たりの費用明細 
 

項目 
当期 

項目の概要 
金額 比率 

（a）その他費用 6,772円 41.787％ （a）その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 
（保管費用） （ 51） （ 0.317） 保管費用は、外国での資産の保管等に要する費用 
（その他） （6,721） （41.470） その他は、信託事務の処理に要する諸費用等 

合計 6,772 41.787  
期中の平均基準価額は16,206円です。  

（注１）金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注２）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
 
■売買及び取引の状況（2023年２月16日から2023年３月22日まで） 
 期中の売買及び取引はありません。 
 
■利害関係人との取引状況等（2023年２月16日から2023年３月22日まで） 
 
期中の利害関係人との取引等はありません。 

 
（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 
■組入資産の明細 
 
償還時における有価証券の組入れはありません。 
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■投資信託財産の構成 2023年３月22日現在 
 

項         目 
償 還 時 

評 価 額 比 率 
 千円 ％ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 572,338 100.0 
投 資 信 託 財 産 総 額 572,338 100.0 
（注）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。 
 
■資産、負債、元本および基準価額の状況 

(2023年３月22日)現在 
項 目 償  還  時 

(A) 資 産 572,338,431円 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 572,338,431 

(B) 負 債 263 

未 払 利 息 263 

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 572,338,168 

元 本 353,194,246 

償 還 差 損 益 金 219,143,922 

(D) 受 益 権 総 口 数 353,194,246口 

１万口当たり償還価額(Ｃ／Ｄ) 16,204円63銭 

（注１）期首元本額 3,651,875,159円 
追加設定元本額 －円 
一部解約元本額 3,298,680,913円 

（注２）期末における元本の内訳 
ＭＨＡＭ新興国現地通貨建債券ファンド（ファンドラップ） 353,194,246円 
期末元本合計 353,194,246円 

■損益の状況 
当期 自2023年２月16日 至2023年３月22日 

項 目 当     期 
(A) 配 当 等 収 益 5,231,846円 

受 取 利 息 5,249,336 
支 払 利 息 △17,490 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 252,188,085 
売 買 益 274,003,952 
売 買 損 △21,815,867 

(C) そ の 他 費 用 △239,101,766 
(D) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 18,318,165 
(E) 前 期 繰 越 損 益 金 2,202,144,844 
(F) 解 約 差 損 益 金 △2,001,319,087 
(G) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 219,143,922 
償 還 差 損 益 金(G) 219,143,922 

（注）(F)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額
を差し引いた差額分をいいます。 

 

 
 


